
第64号
平成30年 1月

発　行　社会福祉法人

　　　　北海道厚真福祉会
責任者　理事長　岩筋　雅弘

〒059−1605
勇払郡厚真町字本郷36−11
TEL   （0145）27−3111
FAX   （0145）27−3760

【
役
　
員
】

理
事
長　

岩
筋　

雅
弘

常
務
理
事　

亀
山　

信
夫

理　

事　

阿
部　

清
一

理　

事　

加
藤　

恒
光

理　

事　

宮
西　

純
子

理　

事　

山
口　

清
光

監　

事　

高
田　

耕
示

監　

事　

中
田　

元
次

【
評
議
員
】

評
議
員　

浅
野　

勝
善

評
議
員　

加
勢　

敏
和

評
議
員　

久
保　

壹
彦

評
議
員　

小
納
谷
誠
司

評
議
員　

鹿
間　

正
榮

評
議
員　

寺
坂　

文
秀

評
議
員　

藤
本　

昭
子

【
顧
　
問
】

顧　

問　

石
山
誠
一
郎

顧　

問　

大
西　

武
雄

顧　

問　

河
村
美
枝
子

【
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
】

委　

員　

河
口
富
士
雄

委　

員　

三
浦　

康
弘

【
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
】

委
員
長　

河
口
富
士
雄

委　

員　

寺
坂　

文
秀

委　

員　

吉
家
富
美
男

【
家
族
会
】

会　

長　

寺
坂　

文
秀

副
会
長　

奥
村　

信
幸

副
会
長　

三
上　

保
子

幹　

事　

新
保
美
代
子

幹　

事　

武
田　

幸
子

幹　

事　

山
田　

義
雄

監　

事　

高
田　

耕
示

監　

事　

古
川
ふ
み
え

顧　

問　

渡
部　

孝
樹

【
職
　
員
】

総
合
施
設
長

厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

施
設
長　

亀
山　

信
夫

豊
厚
園

園　

長　

三
浦　

康
弘

あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

栁　
　

秀
作

厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

黒
田　

邦
俊

あ
つ
ま
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

所　

長　

山
崎　

陽
子

謹
賀
新
年

今年もどうぞよろしくお願い申し上げます



�
理
事
長　

岩
筋　

雅
弘

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
の
輝
か
し
い
新
年
を
北

海
道
厚
真
福
祉
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
や
家
族
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

当
法
人
の
活
動
に
日
頃
か
ら
特
段
の

ご
理
解
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
厚

真
町
内
外
の
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
法
人
は
高
齢
者
や
障
害
者
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
生
活
の
充
実
、
昨
年
四
月
以
降

の
新
た
な
役
員
や
評
議
員
体
制
に
よ
る

管
理
運
営
の
強
化
、
法
人
や
施
設
に
関

す
る
透
明
性
の
向
上
等
の
社
会
福
祉
法

人
制
度
改
革
を
適
切
に
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

更
に
は
、
厚
真
町
民
の
日
々
の
生
活

に
お
け
る
課
題
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
支
援

に
取
組
む
等
し
て
地
域
社
会
の
福
祉
の

拠
点
と
な
る
べ
く
活
動
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

新
年
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
取

組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
よ
り
一
層
の
充

実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
は
社
会
福
祉
法
人
の
運
営

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
介
護
保
険
制

度
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
見
直

し
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
国
は
国
民
生
活
に
直
結
す
る

重
要
な
政
策
を
国
民
の
意
見
を
集
約
す

る
手
続
き
、
国
民
に
求
め
る
協
力
の
内

容
や
費
用
負
担
の
説
明
等
が
不
十
分
な

ま
ま
に
決
定
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

両
制
度
に
つ
い
て
は
十
分
な
意
見
の

聴
取
、
検
討
を
重
ね
た
う
え
で
利
用
者

の
生
活
の
質
を
高
め
、
職
員
の
処
遇
向

上
を
も
た
ら
す
制
度
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
利
用
者
や
家
族
の
皆

様
、
関
係
者
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
〇
一
七
年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

か
ら
十
六
日
（
木
）
に
厚
真
福
祉
会
利

用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
と
共
に
定
山
渓

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
行
き
ま
し
た
。

　

温
泉
で
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
た
後
、

夕
食
は
豪
華
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ま

れ
、特
に
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
好
評
で
あ
り
、

皆
様
お
な
か
い
っ
ぱ
い
召
し
上
が
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
後
の
自
由
時
間
に
は
、
家
族
水

入
ら
ず
の
時
間
を
過
ご
し
た
り
、
下
町

か
ぶ
き
組
「
劇
団
夢
の
旅
」
の
人
情
劇

を
観
賞
さ
れ
る
等
、
思
い
思
い
に
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
温
泉
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
ご

家
族
の
方
の
中
に
は
夢
だ
っ
た
家
族
で

の
温
泉
旅
行
の
希
望
が
叶
い
大
変
喜
ん

で
頂
け
る
な
ど
、
楽
し
い
思
い
出
と
な

る
温
泉
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

新
年
の
ご
挨
拶

温
泉
旅
行



　

二
〇
一
七
年
十
二
月
七
日
（
木
）
に

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
利
用
者
の
皆
様
は
大
き
な

杵
を
持
っ
て
「
来
年
も
幸
せ
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
」
と
思
い
を
込
め
て
も

ち
を
つ
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

正
月
用
と
し
て
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち

の
一
部
は
早
速
、
雑
煮
や
大
福
も
ち
、

ご
ま
も
ち
、
納
豆
も
ち
に
し
て
利
用
者

皆
様
の
昼
食
に
提
供
さ
れ
大
変
喜
ば
れ

「
お
か
わ
り
！
」
と
た
く
さ
ん
召
し
上

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
徳
寿
会
、

あ
ゆ
み
会
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
十
二
月
十
八
日
（
月
）

は
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
二
十
日

（
水
）
は
豊
厚
園
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
寿
司
職
人
に
来
て
頂
き
利

用
者
皆
様
の
目
の
前
で
お
寿
司
を
握
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス

か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト

を
皆
様
笑

顔
で
受
け

取
り
、
利

用
者
の
皆

様
の
笑
顔

を
収
め
た
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

見
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
最
後
の
行
事
で
あ
る

『
忘
年
会
』
を
あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、十
二
月
二
十
六
日
（
火
）

〜
二
十
八
日
（
木
）
の
三
日
間
、
食
堂

で
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
乾
杯
の
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
用
意
し
て
い
た
寄

せ
鍋
や
煮
し
め
等
の
ご
馳
走
を
皆
様
と

一
緒
に
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
セ
ン
タ
ー
は
、
十
二

月
二
十
一
日
（
木
）
か
ら
二
十
三
日
（
土
）

の
三
日
間
行

い
ま
し
た
。

　

西
川
祿
満

様
に
よ
る
日

本
舞
踊
や
井

上
次
男
様
、

職
員
に
よ
る
演
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
ち
つ
き

あ
つ
ま
デ
イ
・
厚
南
デ
イ
忘
年
会

ク
リ
ス
マ
ス
会



事
業
概
要
・
目
的

・
北
海
道
厚
真
福
祉
会
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
、
障

害
者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

・
こ
の
事
業
は
無
料
で
す
。
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事
業
の
具
体
例

①
大
型
家
具
・
荷
物
の
整
理
や
廃
棄
等

②
除
雪
、
排
雪
や
雑
草
刈
り

③
簡
単
な
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
方
法
の
助

言
、
指
導

④
簡
単
な
書
類
の

作
成
や
届
け
出

⑤
そ
の
他

　

従
来
、
北
海
道
厚
真
福
祉
会
の
電
話

番
号
は
代
表
番
号
を
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
各
事
業
所
に
直

通
の
電
話
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
番
号
の
確
認
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
固
定
電
話
・
携
帯
電

話
等
に
代
表
電
話
を
登
録
さ
れ
て
い
る

場
合
は
各
事
業
所
直
通
電
話
番
号
の
登

録
変
更
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
厚
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タ
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０
１
４
５
─
２
７
─
３
１
１
３

◆
豊
厚
園

　

０
１
４
５
─
２
７
─
３
２
４
６

◆
あ
つ
ま
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

０
１
４
５
─
２
７
─
３
２
４
７

◆
厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
変
更
な
し
）

　

０
１
４
５
─
２
６
─
８
１
１
１

◆
法
人
本
部
・
あ
つ
ま
居
宅
事
業
所

　
０
１
４
５
─
２
７
─
３
１
１
１
・
３
１
１
２

編

集
後

記

〈
個 

人
〉

今
村
喜
代
子　

様　

大
西　

武
雄　

様

木
村　

幸
一　

様　

西
舘　

勝
喜　

様

〈
団 

体
〉

厚
真
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部　

様

厚
真
町
社
会
福
祉
協
議
会　

様

厚
真
町
地
域
お
こ
し
隊　

様

厚
真
町
婦
人
団
体
協
議
会　

様

厚
真
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

折

坂

商

店　

様

つ
つ
じ
会
ま
え
さ
わ
苑　

様

徳

寿

会　

様

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合　

様

中

川

商

店　

様

十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
現
在

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

北
海
道
厚
真
福
祉
会

地
域
に
お
け
る
公
益
的
事
業

各
事
業
所
直
通
電
話

�

開
設
の
お
知
ら
せ

北海道厚真福祉会 サービス利用者等の自宅

支援・お手伝い

寄
付
・
寄
贈

　

二
〇
一
七
年
も
北
海
道
厚
真
福
祉

会
や
各
事
業
所
の
運
営
に
お
い
て
多

く
の
利
用
者
の
皆
様
や
ご
家
族
に
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

数
々
の
楽
し
い
思
い
出
を
残
し
て
新

し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
も
皆
様
の
期
待
に
応

え
る
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
様
が
ご
健
康
で
幸
せ
な

こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
こ
と
を

北
海
道
厚
真
福
祉

会
職
員
一
同
、祈
っ

て
お
り
ま
す
。

◆
厚
真
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
・
豊
厚
園

　
　
介
護
職
員

　
　
看
護
職
員�

若
干
名

◆
厚
南
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長�

一
名

　
　
介
護
職
員�

若
干
名

　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

履
歴
書
（
写
真
付
）
を
ご
持
参

ま
た
は
郵
送
下
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
連
絡
下

さ
い
。

電
話
　
〇
一
四
五
―

二
七
―

三
一
一
一

担
当　

亀
山


